
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「学力の高い学校」 「安心･安全な学校」 「美しい学校」 
「あそぼ」○あいさつ・○そうじ･○ボランティアで輝く生徒 

令和２年８月１８日（火）     三郷市立早稲田中学校 

１年 171名 ２年 181名 ３年 182名 ６組 3名  ７組 2名 計 539名 

1 火  

2 水  

3 木  

4 金 新人戦代表者会、6 校時カット 

5 土  

6 日  

7 月 月①～⑤+水⑥ 

8 火 6 校時カット 

9 水 6 校時カット 

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月  

15 火 新人陸上 

16 水  

17 木  

18 金 ふれあいデー 

19 土  

20 日  

21 月 祝・敬老の日 

22 火 祝・秋分の日 

23 水  

24 木 新人戦予選① 

25 金 新人戦予選② 

26 土 3 時間授業、新人戦予選③  

27 日  

28 月 職員会議 

29 火 専門委員会 

30 水 管理担当訪問 

 

「自己」の認識！ 

校長 檜垣 幸久  

 夏休みに入る直前、学校司書の西さんから一冊の本（『ケ

ーキの切れない非行少年たち』宮口幸治著.新潮社）を紹

介されました。その中に気になる指摘がありました。 

（略）無人島で独り暮らしをしていると、「本当の自分の

姿」は分かりません。つまり、自分を適切に知るに

は、人との生活を通して他者とのコミュニケーショ

ンを行う中で、適切にサインを出し合い、相手の反

応を見ながら自己にフィードバックするという作

業を、数多くこなすことが必要なのです。 

 １学期、３年生とグループ面接をしました。その際、

長所と短所は「ありません。」という生徒が何人かいまし

た。全校生徒５３９名。十人十色と言われるように、一人

ひとりそれぞれの個性があります。社会は、そのそれぞれ

の個性を生かし合って成り立っていくべきものです。 

 自分の「よさ」を知ることは、自分を生かす機会を得る

ことにつながります。自分に「足りないところ」を知って

いると、トラブルを回避できます。また、補うための努力

によって成長の機会を得ることにもなります。等身大の自

分を知ることは社会に羽ばたいていくためにとても重要

なことです。 

 ２学期は、自分を認識する学期にしましょう。「自分も

他人も知っている自己（解放）」「自分は知っているが他

人は知らない自己（秘密）」「自分は知らないが他人は知

っている自己（盲点）」「自分も他人も知らない自己（未

知）」。未知の領域を減らしていくためにも、「チャレン

ジ精神あふれる早稲田中」を実践していきましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

  １年 酒井 りほ 
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  日 曜  

１８ 火 
始業式 

防災訓練 一斉下校 
２５ 火 内科検診 1-3,1-4 

１９ 水 
3 時間授業 

集会、学活、発育測定 
２６ 水 内科検診 1-5,2-5 

２０ 木 
給食開始 

 
２７ 木  

２１ 金 
ふれあいデー 

 
２８ 金  

２２ 土 
土曜登校日 

水①②③ 
２９ 土 

土曜登校日 

水④⑤⑥ 

２３ 日 
 

 
３０ 日  

２４ 月 
内科検診 1-1,1-2 

専門委員会 
３１ 月 月①～⑤+金⑥ 

 

※振袖を１０分で帯まで一人で着る

という内容です。 

７年後に大人の部で出場するそうで

す。           

３年 相沢 央佐  ３年 中村 陸空 

 

３年 城 ひなの  ３年 加部藤 杏 

 

 

 
 


